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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電源を必要としない治療器具であって、人体の
患部に接触することにより、短時間で患部を治療するこ
とのできる治療器具を提供する。
【解決手段】銅線２０の一方の端部に第１のコイル部１
０が配置され、前記導線２０の他方の端部に第２のコイ
ル部１１が配置される治療器具１００であって、前記銅
線２０の端部が、前記各々のコイル部１０，１１の中央
の隙間を貫通して折り曲げられて固定されている治療器
具１００とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
導線の一方の端部に第１のコイル部が配置され、前記導線の他方の端部に第２のコイル部
が配置される治療器具であって、
前記導線の端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して折り曲げられて固定され
ていることを特徴とする治療器具。
【請求項２】
単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせて形成された撚り部とで
構成される治療器具であって、
前記撚り部の両端の各導線の端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して折り曲
げられて固定されていることを特徴とする治療器具。
【請求項３】
単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせて形成された撚り部と、
第１のダイオードと第２のダイオードとで構成される治療器具であって、
前記撚り部の両端の各導線端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して折り曲げ
られており、前記第１のダイオードと第２のダイオードは、各リード線が、整流方向が逆
となるように並列接続され、更に前記撚り部に固定されていることを特徴とする治療器具
。
【請求項４】
単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせて形成された撚り部と、
複数のダイオードとで構成される治療器具であって、
前記撚り部の両端の各導線端部は、前記コイル部の中央の隙間を貫通して折り曲げられて
おり、前記ダイオードの各々が、前記コイル部に固定されていることを特徴とする治療器
具。
【請求項５】
前記コイル部は、単一導線の一方の端部を中心として外側に巻いた形状であることを特徴
とする請求項１乃至４のいずれか１項記載の治療器具。
【請求項６】
前記コイル部は、単一導線を折り返した後、前記折り返した部分を中心として巻いた形状
であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項記載の治療器具。
【請求項７】
前記コイル部の巻かれる回数は、３ターン以上から１０ターン以下の範囲であることを特
徴とする請求項１乃至６のいずれか１項記載の治療器具。
【請求項８】
　前記導線の材質は、銅であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項記載の治
療器具。
【請求項９】
前記導線の断面形状は、四角形であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項記
載の治療器具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、人体の患部に蓄積した静電気を逃がして治療するのに好適な治療器具に関する
。
【背景技術】
【０００２】
一般に、人体の患部には、プラスの静電気が蓄積されていることが知られており、これら
の静電気に対しての各種の治療器具が考案されている。
【０００３】
特許文献１には、人体内での電流作用効果を利用した、イオン湿布を用いた治療器具につ
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いて記載されている。
【０００４】
また、特許文献２には、倍電圧整流回路を使用して、アース電位からマイナス電位を発生
させて、人体に蓄積した静電気を除去する電位治療装置について記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２１５７５６（イオン湿布およびその製造方法）
【特許文献２】実用新案登録第３０６４７７８号（静電気除去手段を備えた電位治療装置
）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
従来の特許文献１での治療器具は、構成が複雑であるという問題点があった。また、印刷
技術を有し、材料技術を必要として、高価になる欠点があった。
【０００７】
また、特許文献２での治療器具は、外部電源を必要としており、治療具の構成が大掛りに
なり、取扱いの面、及び作業性の面で問題があった。
また、人体に治療器具を配置する場合に、粘着テープなどにて固定する必要があり、同じ
く作業性に問題があった。
また、治療器具が、人体に効果を発揮するまでの時間が、長くかかる（通常１０分～３０
分程度）という問題があった。
【０００８】
本考案の目的は、人体に作用する外部電源を必要としない治療器具であって、人体の患部
に接触することにより、短時間で患部周辺に蓄積した静電気を逃がして患部を治療するこ
とのできる安価な治療器具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
請求項１に係る考案は、導線の一方の端部に第１のコイル部が配置され、前記導線の他方
の端部に第２のコイル部が配置される治療器具であって、
前記導線の端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して折り曲げられて固定され
ていることを特徴とする治療器具である。
【００１０】
請求項２に係る考案は、単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせ
て形成された撚り部とで構成される治療器具であって、
前記撚り部の両端の各導線の端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して折り曲
げられて固定されていることを特徴とする治療器具である。
【００１１】
請求項３に係る考案は、単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせ
て形成された撚り部と、第１のダイオードと第２のダイオードとで構成される治療器具で
あって、前記撚り部の両端の各導線端部が、前記各々のコイル部の中央の隙間を貫通して
折り曲げられており、前記第１のダイオードと第２のダイオードは、各リード線が、整流
方向が逆となるように並列接続され、更に前記撚り部に固定されていることを特徴とする
治療器具。
【００１２】
請求項４に係る考案は、単一導線から成るコイル部の複数個と、複数の導線を撚り合わせ
て形成された撚り部と、複数のダイオードとで構成される治療器具であって、
前記撚り部の両端の各導線端部は、前記コイル部の中央の隙間を貫通して折り曲げられて
おり、前記ダイオードの各々が、前記コイル部に固定されていることを特徴とする治療器
具である。
【００１３】
請求項５に係る考案は、前記コイル部が、単一導線の一方の端部を中心として外側に巻い



(4) JP 3144947 U 2008.9.18

10

20

30

40

50

た形状であることを特徴とする治療器具である。
【００１４】
請求項６に係る考案は、前記コイル部が、単一導線を折り返した後、前記折り返した部分
を中心として巻いた形状であることを特徴とする治療器具である。
【００１５】
請求項７に係る考案は、前記コイル部の巻かれる回数が、３ターン以上から１０ターン以
下の範囲であることを特徴とする治療器具である。
【００１６】
請求項８に係る考案は、前記導線の材質が、銅であることを特徴とする治療器具である。
【００１７】
請求項９に係る考案は、前記導線の断面形状が、四角形であることを特徴とする治療器具
である。
【００１８】
本考案の治療器具は、人体の患部に接触することにより、短時間で患部周辺に蓄積した静
電気を逃がして患部を治療することができる。
【考案の効果】
【００１９】
本考案によれは、電源を必要としない治療器具であって、人体の患部に接触することによ
り、短時間で患部周辺に蓄積した静電気を逃がして患部を治療することのできる治療器具
を提供することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２０】
（実施の形態１）
図１は、本考案の実施の形態１の治療器具の説明図である。
図１（a）は、コイル部１０，１１の説明図、図１（b）は、銅線２０の説明図、図１（c
）は、図１（a）のコイル部１０，１１と、図１（b）銅線２０とを合体した実施の形態１
の治療器具１００の説明図である。
ここで、銅線２０の両端部分が、それぞれコイル部１０，１１の個々に対応して、コイル
部の略中央付近の隙間を貫通して、折り曲げられて治療器具１００が構成されている。
また各コイル部の巻かれる回数は、３ターン以上から１０ターン以下の範囲が選択される
。
前記銅線の断面形状は、四角形である方が、加工が容易であり好ましいが、必ずしも四角
形ではなく、円形の銅線でも構わない。
また、本実施の形態では、銅線を用いた例であるが、人体に有害でない金属であれは、他
の金属材料、例えば、アルミ線、鉄線、金線、銀線でも良い。
【００２１】
（実施の形態２）
図２（１）は、本考案の実施の形態２の治療器具の説明図である。
図２（a）は、複数のコイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの説明図、図２（b）は、単一銅線
２１，２１を撚り合わせた撚り線２の説明図、図２（c）は、図２（a）の複数のコイル部
１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄと、図２（b）撚り線２とを合体した実施の形態２の治療器具１
０１の説明図である。
ここで、撚り線２を構成している単一銅線２１，２２の両端部分が、それぞれコイル部１
ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの個々に対応して、略中央付近の隙間を貫通して、折り曲げられて
治療具１０１が構成されている。
ここで、コイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの構造は、単一銅線を折り返した後、前記折り
返しの部分を中心として、外側へ向かって巻かれた形状である。
また巻かれる回数は、３ターン以上から１０ターン以下の範囲が選択される。
前記単一銅線の断面形状は、四角形である方が、加工が容易であり好ましいが、必ずしも
四角形ではなく、円形の銅線でも構わない。
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また、本実施の形態では、銅線を用いた例であるが、人体に有害でない金属であれは、他
の金属材料、例えば、アルミ線、鉄線、金線、銀線でも良い。
【００２２】
ここで、コイル部１ａ，１ｂは、図１では離れているが、互いに重ねても良い。
同様にコイル部１ｃ，１ｄについても、互いに重ねて使用しても良い。
治療器具を使用する場合は、前記コイル部１ａ，１ｂを人体の一方指定された部位に、所
定の時間接触させ、また、前記コイル部１ｃ，１ｄを人体の他の指定された部位に所定の
時間接触させて使用し、人体の患部に蓄積されたプラスの静電気を他の部位へ逃がす作用
をする。
図５は、本考案の治療器具を人体に接触させた状態の説明図である。
図５（a）は、人体の腹部に治療器具１０４のコイル部を接触させた状態の説明図であり
、図５（b）は、図５（a）の後に、人体の背中に、同じ治療器具１０４のコイル部を接触
させた状態の説明図である。
図６は、本考案の治療器具を人体の顔部分に接触させた状態の説明図である。
図６（a）は、人体の両側の耳に治療器具１０６のコイル部を接触させた状態の説明図で
あり、図５（b）は、人体のこめかみ部分に治療器具１０７のコイル部を接触させた状態
の説明図である。
なお、他の実施の形態の治療器具においても、図５、図６の場合と同様に使用できる。
【００２３】
（実施の形態３）
図３は、本考案の実施の形態３の治療器具の説明図である。
図３の治療器具１０２は、複数のコイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄと、単一銅線２１，２
１を撚り合わせて形成された撚り線２と、ダイオード３ａ，３ｂとで構成されており、
ここで、撚り線２を構成している単一銅線２１，２２の両端部分が、それぞれコイル部１
ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの個々に対応して、略中央付近の隙間を貫通して、折り曲げられて
おり、また、ダイオード３ａ，３ｂは、各リード線が、整流方向が逆となるように並列接
続され、更に前記撚り部２に固定されている。
【００２４】
コイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの構造は、単一銅線を折り返した後、前記折り返しの部
分を中心として、外側へ向かって巻かれた形状である。
また巻かれる回数は、３ターン以上から１０ターン以下の範囲が選択される。
前記単一銅線の断面形状は、四角形であることが好ましいが、必ずしも四角形ではなく、
円形でも構わない。
ここで、本実施の形態では、ダイオード３ａ，３ｂが撚り線２に接続されているので、人
体の患部に蓄積されたプラスの静電気を他の部位へ逃がす場合に、ダイオードが接続され
ていない場合に比較して、効率的な静電気放出の作用をする。
　なお、その他の例として、コイル部１ａ，１ｂを重ねて、その間にゲルマニウムを含む
材料をはさみこむ、同じくコイル部１ｃ，１ｄを重ねて、その間にゲルマニウムを含む材
料をはさみこむ場合も効率的な静電気放出の作用をする。
【００２５】
（実施の形態４）
図４は、本考案の実施の形態４の治療器具の説明図である。
図４の治療器具１０３は、複数のコイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄと、単一銅線２１，２
１を撚り合わせて形成された撚り線２と、ダイオード３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆとで構成さ
れており、ここで、撚り線２を構成している単一銅線２１，２２の両端部分が、それぞれ
コイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの個々に対応して、略中央付近の隙間を貫通して、折り
曲げられており、また、ダイオード３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、それぞれコイル部１ａ，
１ｂ，１ｃ，１ｄに接続されている。
　個々のダイオード３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、それぞれ単体のダイオードが、コイル部
１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの個々に対応して、一方のリード線が、コイル部の外側の銅線と
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接続され、また、他方のリード線がコイル部と撚り線との接合近辺に接続されている。
ここで、個々のダイオードの極性と、接続方向とは、任意に選択される。
【００２６】
コイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの構造は、単一銅線を折り返した後、前記折り返しの部
分を中心として、外側へ向かって巻かれた形状である。
また巻かれる回数は、３ターン以上から１０ターン以下の範囲が選択される。
前記単一銅線の断面形状は、四角形であることが好ましいが、必ずしも四角形ではなく、
円形でも構わない。
ここで、本実施の形態では、個々のダイオード３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、それぞれ単体
のダイオードが、コイル部１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄの個々に対応して、接続されているの
で、人体の患部に蓄積されたプラスの静電気を他の部位へ逃がす場合に、ダイオードが接
続されていない場合に比較して、効率的な静電気放出の作用をする。
【実施例】
【００２７】
実施の形態２で説明した、治療器具１０１を、人体の患部へ接続して治療した結果につい
て、表１に示す。
ここで、銅線は、株式会社セルコ製とし、断面０．５８ｍｍ×１．２ｍｍの形状を使用し
た。
コイル部のターン数は、７Ｔとした。
コイル部の外形寸法は、１２ｍｍ、また撚り線の長さは、３０ｃｍとした。
【００２８】
表１に示すように、実施例１、２，３、４にて、治療器具を使用後にて、症状が軽減し、
また患部近傍の温度上昇が確認された。
このように、本考案の治療器具は、以下の作用が認められた。
（１）患部に蓄積したプラスの静電気を、本考案の治療器具によって体内の別の個所へ開
放する。
（２）これにより、患部の場所の血液の流れが改善されて、患部近傍の温度が上昇し、
病状が改善する。
【００２９】



(7) JP 3144947 U 2008.9.18

10

20

30

40

50

【表１】

【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本考案の実施の形態１による治療器具の正面図。図１（a）は、２個のコイル部
の正面図、図１（b）は、銅線の正面図、図１（c）は、２個のコイル部と銅線を合体した
実施の形態１の治療器具の正面図である。
【図２】本考案の実施の形態２による治療具の正面図。図１（a）は、４個のコイル部の
正面図、図１（b）は、撚り線の正面図、図１（c）は、４個のコイル部と撚り線を合体し
た実施の形態２の治療具の正面図である。
【図３】本発明の実施の形態３による治療具の正面図。
【図４】本発明の実施の形態４による治療具の正面図。
【図５】本考案の治療具を人体に接触させた状態の斜視図である。図５（a）は、人体の
腹部に治療器具１０４のコイル部を接触させた状態の斜視図であり、図５（b）は、図５
（a）の後に、人体の背中に、同じ治療器具１０４のコイル部を接触させた状態の斜視図
である。
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【図６】図６は、本考案の治療具を人体の顔部分に接触させた状態の斜視図である。図６
（a）は、人体の両側の耳に治療器具１０６のコイル部を接触させた状態の斜視図であり
、図５（b）は、人体のこめかみ部分に治療器具１０７のコイル部を接触させた状態の斜
視図である。
【図７】実施例１による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図７
（a）は、治療前の人体温度の画像図、図７（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図である
。
【図８】実施例２による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図８
（a）は、治療前の人体温度の画像図、図８（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図である
。
【図９】実施例３による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図９
（a）は、治療前の人体温度の画像図、図９（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図である
。
【図１０】実施例４による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図
１０（a）は、治療前の人体温度の画像図、図１０（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図
である。
【図１１】実施例５による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図
１１（a）は、治療前の人体温度の画像図、図１１（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図
である。
【図１２】実施例６による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図
１２（a）は、治療前の人体温度の画像図、図１２（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図
である。
【図１３】実施例７による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図
１３（a）は、治療前の人体温度の画像図、図１３（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図
である。
【図１４】実施例７による本考案の治療器具を使用した治療効果の人体温度の画像図。図
１４（a）は、治療前の人体温度の画像図、図１４（ｂ）は、治療後の人体温度の画像図
である。
【符号の説明】
【００３１】
１０，１１，１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ　コイル部
２　撚り部
２０，２１，２２　　銅線
３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ　ダイオード
４　患部
５　人体
６　顔面
７　耳
１００，１０１，１０２，１０３，１０４，１０５，１０６　　治療器具
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